
複数行の置換 [ DLsite ver. ] 

置換モードは2種類。 
• 複数ファイルの複数行をまとめて置換できる「複数行の置換」 
• csvファイルから一行ずつテンプレートに抜き出してHTML化できる「CSV to HTML」 

! Notes ! 
tempなどのサブフォルダを削除すると、正常に動作しなくなります。 
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インストール ／ アンインストール 

tempなどのサブフォルダを削除すると、正常に動作しなくなります。 
ソフトが不要になったら、exeファイルとサブフォルダを削除してください。 
レジストリは操作していません。 

ウェブサイトの表示 

フリーソフトバージョンでは、当方のWebSiteが表示されます。 
この表示が無いバージョンを希望する場合は、下記サイトにてダウンロードしてください。 

DLsite 

使用規定 

• 不都合や不具合が生じても、当方では一切の責任を負いません。 
• 改造・改変・分解は厳禁です。 
 

Battlers Software 
http://www.ne.jp/asahi/active/creative/ 

https://www.dlsite.com/home/circle/profile/=/maker_id/RG02381.html/?utm_medium=banner&utm_campaign=bnlink&utm_content=text
http://www.ne.jp/asahi/active/creative/index.html


← Step.1 
入出力するファイルの文字コードを指定 
※混在不可 

↓ Step.2 処理するファイル(.html/.txt/.csv) を ドラッグ・アンド・ドロップ ※拡張子の混在はOK 

↑ Step.3-1 
探す文字列と置き換える文字列を登録 
※探す文字列を入力すると登録ボタンが表示されます。上書きしたいときは「パターン消去」してから「登録」してください。 
 
文字列には、タブや半角スペース、, / * ? “ % & $ などの記号のほか、複数行にも対応。 
▼例 

← Step.3-2 
置換辞書を保存しておく番号を指定 
最大10万パターンまで 

← Step.4 
使用する置換辞書の範囲指定 

← Step.5 
START !! 

<p class=“20pxarea"> 
<a href=“[toppage]" target=“_blank" title=""> 
<img src=“[template-icon-home]" alt="" title="" /> 
</a> 
</p> 
 

 
<a href="index.html" target="_top" title="サイトトップページを表示します"> 
 <div class="hbtn20"> 
 <img src="icon/icon_home.png" alt="サイトトップページ" title="サイトトップページ" /> 
 </div> 
</a> 
 

数字の上でマウスのホイールを回すと、
辞書No.や速度を変更できます。 

処理速度の数字の上でホイールを回すと...... 

複数ファイルの複数行をまとめて置換する 



複数ファイルの複数行をまとめて置換する 
辞書ファイルの使い方 

探す文字列で 改行だけ 入力して、 
置き換える文字列に 何も入力しない場合、  
改行がなくなり、1行になります。 

<p class=“20pxarea"> 
<a href=“[toppage]" target=“_blank" title=""> 
<img src=“[template-icon-home]" alt="" title="" /> 
</a> 
</p> 
 

<p class=“20pxarea"><a href=“[toppage]" target=“_blank" title=""><img src=“[template-icon-home]" alt="" title="" /></a></p> 

探す文字列 および 置き換える文字列 のどちらでも、 
複数行の置換に対応しています。もちろん、1文字でも、半角スペースだけでもOKです。 
1000文字以上の文字列を3000文字と置き換えることもできます。 
 
CSVファイルを一行ずつHTML化していく機能と合わせて使えば、さらに便利に！ 
共通している部分だけを書き換えたり、置き換えたり。 
大量のHTMLファイルを開いて編集する手間が省けます。 



Step.1 
↓ 処理するファイルの区切り文字を指定 

Step.2 
 使用するファイル(.csv) を この場所へ ドラッグ・アンド・ドロップ 

Step.3 
 使用するファイル(.html) を 

← この場所へ  
ドラッグ・アンド・ドロップ 

Step.4 
 Go!! ボタンを押す 

“menu01”,“<img src=”“image.jpg”“ height=”“100”“ width=”“100”“ border=”“0”“>”,”テスト<br />” 

menu01,<img src=”image.jpg“ height=“100“ width=”100“ border=”0”>,テスト<br /> 

↑ “ で囲まれたCSVのセル内に、”を使用した文字列がある時の専用ボタン 

csvファイルを1行ずつテンプレートのHTMLに当てはめて、新しいHTMLとして書き出す 

※1列目をファイル名にする場合、 / “ # などを使用すると正常に動作しない場合があります。(windowsの仕様) 



welcome,うっぽん,パワー,ムキムラ,体育会,サバイバル, 
[csv-0] 1番左側のセル (ファイル名として指定可能) 
[csv-1] 2番めのセル 
[csv-2] 3番めのセル 
というように、 [csv-番号] で指定します。 
※2行目と5行目を混在させるような違う行を混ぜることはできません。 

csvファイルを1行ずつテンプレートのHTMLに当てはめて、新しいHTMLとして書き出す 

テンプレートの作り方 

<!DOCTYPE html> 
<html> 
<head> 
<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=utf-8" /> 
<title> 
 [csv-0][csv-1] 
</title> 
<meta name="Description" content="[csv-0][csv-5]" /> 
<meta name="Keywords" content="[csv-2],[csv-3],[csv-4]" /> 
<meta name="format-detection" content="telephone=no"> 
<meta name="viewport" content="width=device-width"> 
<link href="[csv-0].css" rel="stylesheet" type="text/css" /> 
<link rel="shortcut icon" href="[csv-0].jpg" /> 
</head> 
<body> 
<header> 
<a href=“index.html?rel=[csv-0]” target=“_top” title=“[csv-0]を表示"> 
 ・ 
 ・ 
 ・ 

<!DOCTYPE html> 
<html> 
<head> 
<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=utf-8" /> 
<title> 
 welcomeうっぽん 
</title> 
<meta name="Description" content="welcomeうっぽん" /> 
<meta name=“Keywords” content=“パワー,ムキムラ,体育会" /> 
<meta name="format-detection" content="telephone=no"> 
<meta name="viewport" content="width=device-width"> 
<link href=“welcome.css" rel="stylesheet" type="text/css" /> 
<link rel="shortcut icon" href=“welcome.jpg" /> 
</head> 
<body> 
<header> 
 <a href=“index.html?rel=welcome” target=“_top” title=“welcomeを表示"> 
 ・ 
 ・ 
 ・ 

welcome.html が生成される 


